
 

 

 

 

【教育目標】  ■かんがえる子   ■おもいやりのある子   ■たくましい子 

 

 「蜜を集めない蜜蜂の話」 
――――オーストラリアは、年中花盛りなのですが、蜜蜂が一匹も    
いませんでした。それに気付いたある人が、ヨーロッパから最もよい 
品種の蜜蜂を取り寄せて放しました。 
蜜蜂は喜んで花に群がり、立派な蜂蜜がたくさん取れたそうです。 
しかし、それは１，２年しか続きませんでした。 
蜜蜂は満腹になり、巣の中に閉じこもってしまい、花の方へ飛んで行って 
蜜を集めることをまったくしなくなったということです。 
どうして、蜜蜂たちは蜜を集めなくなったのでしょう。 
 
そのはずです。花が1年のある期間しか咲かないからこそ、花の咲かないときのために蜜蜂たち
は蜜を集めるのです。一年中いつでも花があるのなら、何もあくせく蜜をためる必要はないわけ
です。それで蜜蜂たちは蜜を集めなくなったということです。 
 
この話からどんなことを感じ取られるでしょうか。この蜜蜂を怠け者と叱ることはできないと

思います。必要感も感じず、どうしてそうするのかその意味も分からないままにあれこれ望んで
も、期待通りに動いてくれるとは限りません。 

「必要感」を感じたとき、子どもたちの取り組みの姿も生き生きしてきます。そのきっかけ
づくりを大切にしたいものです。授業でも、生活の中でも。 

 

現在の 子どもたちのＳＮＳ・ネット利用の状況は・・？！ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、ＳＮＳやネットによるトラブルは、現在のところ全員「ない」との回答でした。 

喜多方市立慶徳小学校  学校だより 

令和元年６月１４日（金） 第４号 大 銀 杏 
発行責任者  校 長  石田 秀喜 

 今回、本校の子どもたちのＳＮＳ・ネットの利用の利用状況について調べました。

特に、１・２年生の保護者の皆様には、お子さんへの聞き取りの協力をいただきあり

がとうございました。いかに、調査結果の一部をお知らせいたします。ご家庭での、

お子さんとの話し合いに活かしていただければと思います。過剰な利用が依存症や 

様々な健康被害につながったり、SNS の不適切な利用によりいろいろなトラブルにつながったりする

ことが問題になっています。「うちは大丈夫」「今はまだ大丈夫」ではなく、すでに利用させているお子

さんに対しては、保護者が責任をもって見てあげ、必要な場合は、毅然とした態度で指導してあげるこ

とが大切です。学校でも、いろいろな機会をとらえて、実態に応じた指導をしていきます。 

 

■ SNS（ライン、メール、チャット、ゲーム内のチャット）やネット（動画サイトをみたり、通信でゲームを行った

りなど）を利用しているか。 

 「利用している」（３０人）   「利用していない」（２１人） 

■ 利用している人で、どんなことに利用しているか。（複数回答） 

  ①動画サイト（３０人）②通信ゲーム（１２人）③調べもの（１７人）④ライン・メール・チャット（１２人） 

■ 利用している人で、平日（月曜日から金曜日まで）の１日平均利用時間は。 

①１時間未満（３０人） ②１～２時間（５人） ③２～３時間（３人） ④３～４時間（１人） 

■ 利用している人で、休日（土・日・祝日）の１日平均利用時間は。 

①１時間未満（１８人） ②１～２時間（１２人） ③２～３時間（５人） ④３～４時間（１人） 

■ ネット利用のルールを決めているか。                   ⑤４～５時間（１人） 

     「決めている」（５２人）  「決めていない」（８人） 

■ どんなルールを決めていますか。（複数回答） 

  ①利用時間や利用時間帯を決める（４６人） ②課金はしない・料金の限度を決める（２１人） 

  ③個人情報の書き込みをしない（14人）  ④動画や写真投稿サイトには投稿しない（10人） 

  

 


